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★付録：市販の蛍光体における主な母体結晶の第一原理電子状態計算結果付き！

第1章 蛍光体の分類と発光メカニズム

 さまざまな発光現象/熱発光/フォトルミネッセンス/カソードルミネッセンス/

 エレクトロルミネッセンス/化学発光/生物発光/摩擦発光/様々な発光材料と発光メカニズム/

 発光の物理に基づく発光材料の分類/形状や応用分野に依る発光材料分類/気体発光材料/

 蛍光体発光材料/半導体発光材料

第2章 蛍光体の結晶構造 

 蛍光体と結晶化学の関わり/固溶とは/代表的な結晶と蛍光体関係/X線回折法と今後の計算

第3章 蛍光体の合成法

 第1節 酸化物粉体合成法 酸化物蛍光体と技術トレンド/EDTA錯体原料/EDTA混合粉体の

  製造/製造方法/製造した蛍光体粉末の解析

 第2節 燃焼合成法 燃焼合成法の概略/特徴/合成機構/燃焼合成法による蛍光体作製/

  酸化物蛍光体/酸硫化物蛍光体/窒化物蛍光体

 第3節 スプレー熱分解法 合成方法の概要/原料と添加物/スプレー熱分解の設備/

  アトマイザー（液体微粒化装置）/加熱炉/捕集装置/後処理粒子形状制御の理論/

  超音波ネブライザによる液滴生成メカニズム/液滴乾燥の理論/利点と欠点/蛍光体合成例

 第4節 液相合成法 第5節 気相合成法

第4章 蛍光膜の製造法

 第1節 酸化物蛍光膜の合成法

 技術トレンドの中での大気開放型CVD法/錯体原料/Y2O3蛍光体薄膜/合成方法の一例

 <100>Y2O3:Eu構造体及び無配向Y2O3:Eu構造体の合成例/ZnOウイスカ/合成方法の一例/

 ZnOウイスカー蛍光体の合成例

 第2節 スクリーン印刷法 スクリーン印刷装置/スキージヘッド部/スキージング駆動部/

  製版ホルダー部/ステージ部/蛍光体ペースト/スクリーン版/PDPの蛍光体層形成プロセス

第5章 各蛍光体材料の特性と新規材料の開発・同定事例

　　　～コンビナトリアル法による材料開発手法～

 コンビナトリアルテクノロジ/コンビナトリアルケミストリーと固体材料への応用/

 コンビナトリアルレーザーMBE法/蛍光体ライブラリの高速評価：組成、結晶構造、蛍光特性/

 コンビナトリアル手法により発見された新蛍光体/希土類・カルシウムオキシボレート系

 蛍光体のコンビナトリアル開発/酸化亜鉛系蛍光体のコンビナトリアル開発/他

第6章 蛍光体の評価方法

 構造特性/Ｘ線回折/電子線回折，電子顕微鏡観察/走査電子・顕微鏡/オージェ電子分光法，

 Ｘ線光電子分光法，Ｘ線吸収微細構造/発光特性/紫外線励起発光特性/電子線励起発光

 特性/エレクトロルミネッセンス，ＬＥＤ発光特性/熱ルミネッセンス/発光効率

第7章 ナノ粒子蛍光体とその発光効率を決める要因

 表面状態/理論的考察/実験からわかること/コアの状態/界面活性剤の量と発光効率/

 元素分析とコアの状態

第8章 用途別蛍光体の開発動向

 第1節 蛍光灯・水銀灯用蛍光体 蛍光灯および水銀灯のしくみと蛍光体の役割/

  蛍光体に要求される特性と実用蛍光体/蛍光灯における蛍光体/水銀灯における蛍光体/

  蛍光灯の劣化メカニズム/次世代の蛍光灯/無電極蛍光ランプ/水銀フリーランプ/

  窒素放電ランプ

第2節 白色ＬＥＤ用蛍光体 物質系ごとの特徴/酸化物蛍光体/黄色蛍光体/緑色蛍光体/

 青色蛍光体/硫化物蛍光体と酸硫化物蛍光体/赤色蛍光体/緑色蛍光体/窒化物蛍光体と

 酸窒化物蛍光体/赤色蛍光体/黄色蛍光体/緑色蛍光体/錯体蛍光体/照明及びディスプレイ

 の各用途での要求特性/スペクトル/他

第3節 PDP用蛍光体 PDP用蛍光体の高効率化および高性能化/青色蛍光体の

 劣化メカニズムとその改善/新しい蛍光体の開発 

第4節 FED用蛍光体 FED用ナノ構造蛍光体/ナノ粒子蛍光体/ナノ粒子蛍光体の

 合成方法/ナノ粒子蛍光体の輝度・色度・寿命評価/ナノ薄膜蛍光体/ナノ薄膜蛍光体

 の合成方法/ナノ薄膜蛍光体輝度・色度評価/高効率光取り出し窓材の開発

第5節 蓄光性蛍光体 種類と特性/長残光発光メカニズム/開発の進展/微粒子タイプ

 蛍光体/低照度励起蛍光体/低照度励起長残光蛍光体/屋外用蛍光体/特殊蛍光体

第6節 無機EL用蛍光体の開発動向 無機ELの基礎/素子構造と動作機構/EL用蛍光体

 の励起機構/薄膜型EL用蛍光体材料の物性/母体材料/蛍光体の発光中心/蛍光体

 薄膜の合成方法

第9章 ナノ蛍光体

 半導体ナノクリスタル/量子サイズ効果/エキシトンボーア半径/バンドギャップと粒径

 との関係/ノンドープ型半導体ナノ蛍光体/ドープ型IIB-VIB半導体ナノ蛍光体/その他の

 ナノ蛍光体/表面修飾の役割と種類/表面修飾の役割/他

第10章 近紫外光～青色光励起による蛍光体の開発とナノサイズ化

 IIA族硫化物系蛍光体/YAG蛍光体/シーライト型化合物LiEuW2O8/III族窒化物/

 アンモニア分解法/前駆体熱分解法/固相法/ソルボサーマル法/その他

第11章 有機蛍光体　　

 第1節 有機蛍光体の基礎特性および最新技術動向  有機蛍光顔料の特性/

 有機蛍光顔料の組成/蛍光染料/基体樹脂/有機蛍光顔料の製法/付加重合塊状樹脂

 粉砕法/懸濁重合法/乳化懸濁重合法/乳化重合法/樹脂析出法/蛍光顔料の用途/

 塗料、マーキングフィルム/繊維/プラスチック/印刷/文具/他

 第2節 有機蛍光体を用いた有機ELディスプレイの開発動向

 有機EL素子の概要/発光材料/キャリア輸送（注入）材料/有機ELディスプレイの製造

 方法/フルカラー化/有機ELディスプレイの特徴

第12章 応力発光体

 応力発光体とは/応力発光体の研究開発の動向/超発光応力発光体の材料設計/

 超発光応力発光体微粒子の合成/応力発光体膜の作成/応力発光強度の評価/

 新規な応力発光体の応用/今後の展望

第13章 その他蛍光体の最新技術動向

 第1節 透明蛍光材料とその応用 粉末蛍光体と透明材料-その特性/ＹＡＧ：Ｃｅ単結晶

 を用いた白色固体化光源-到達可能限界の探索/希土類イオンドープ材料における

 波長変換過程―Ｈｏ３＋イオンドープフッ化物ガラスの例/問題点/将来の蛍光材料 

 第2節 アップコンバータいくつかのアップコンバージョン過程/アップコンバージョン過程

 の解析/応用 

 第3節 有機－無機ハイブリッド蛍光体 分類/分散型ハイブリッド蛍光体/有機蛍光分子

 ドープゲルガラス/無機蛍光体分散型ハイブリッドペンダント型ハイブリッド蛍光体/

 共重合型ハイブリッド蛍光体/新規な有機－無機ハイブリッド蛍光体

 第4節 ナノ粒子分散ガラス蛍光体/背景/作製法/バルク体/粉体と薄膜/応用

第14章 蛍光体の市場動向

 蛍光体市場の概要/市場性及び市場動向/市場推移(2001年～2008年予測)/

 エリア別需要規模(販売量ベース)/参入メーカー及び動向/主要参入メーカー一覧/

価格動向/用途動別ウェイト及び動向/用途別ウェイト/用途動向(販売量ベース)/

市場の今後の方向性 

付録 DV-Xa法による蛍光体母体結晶の電子状態計算

DV-Xa法について/計算方法/計算結果の見方

※他に劣化に関しての考察も掲載予定！
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